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本 山 笠 

3 台 

町 の 人 口 

人 口 9,411人 （減12) 

男 4,497人 （減5) 

女 4,914人 （減7) 

世帯数 2,942世帯（減5) 

出生 10人 転入 21人 

死亡 9人 転出 34人 

(53年9月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（威勢よく町にくり出す山笠・稲荷町通り） 

秋 の 祭 典 
4 台 

町統ー秋祭り― 
ワッショイノワッショイノハッピにハチマキの青年や子供たちを先頭に、色彩豊かな山 

笠を威勢よく町にくり出す。赤池町統一秋祭りが9・10日の両日行われた。 9日はあいに 

くの雨もようで山笠も静かに休I民10日はぬけるような青い空の下で、各地区から出され 

た山笠や神輿の笛やメ識の競演会が町民会館前で勇ましく行われ、秋空に響きわたった。 

山笠は、10支所（上の原）、15支所（伏原）、町営伏原。子供樽神輿は、11支所、18支所、 

19支所、22・23支所合同。 



(3） 第190号 
昭和53年11月1日 け

 
し、 カ、 あ

 
報
 

広
 

第190号 

雄維4億6,977万2千円 

九
月
定
例
町
議
会
 

九
月
定
例
町
議
会
は
、
 

二
十
七
日
（
水
）
に
ひ
ら
 

か
れ
、
一
般
会
計
補
正
 

子
算
案
な
ど
十
二
議
案
 

が
上
程
さ
れ
審
議
の
う
 

え
、
原
案
ど
お
り
可
決
 

さ
れ
た
。
 

議
事
案
件
は
、
次
の
 

と
お
り
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
赤
 

池
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
歳
入
歳
出
決
 

算
の
認
定
 

o
歳
入
決
算
額
 
三
億
 

六
千
百
七
十
五
万
五
千
 

九
百
七
円
 

o
歳
出
決
算
額
 
三
億
 

八
千
四
百
六
十
三
万
九
 

干
五
百
四
十
八
円
 

o
差
引
残
額
 
△
二
千
二
百
八
十
八
万
 

三
千
六
百
四
十
一
円
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
 

o
歳
入
決
算
額
 
六
千
百
二
十
五
万
八
 

千
六
百
八
十
八
円
 

o
歳
出
決
算
額
 

一
億
二
百
五
十
二
万
 

九
千
百
二
十
八
円
 

o
差
引
残
額
 
△
四
干
百
二
十
七
万
四
 

り
 

昭和53年11月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

百
四
十
円
 

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

o
昭
和
五
十
三
年
度
ぽ
た
山
災
害
防
止
 

工
事
（
第
一
工
区
・
第
二
工
区
）
、
大
 

浦
団
地
造
成
工
事
、
昭
和
五
十
三
年
度
 

地
方
改
善
施
設
（
飲
料
水
配
管
施
設
）
 

整
備
事
業
（
第
ー
工
区
・
第
二
工
区
）
 

の
五
件
、
い
ず
れ
も
三
千
万
円
を
超
え
 

る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

▼
字
の
区
域
の
変
更
 

o
土
地
改
良
事
業
の
結
果
、
字
の
区
域
 

の
変
更
を
要
し
た
の
で
議
会
の
議
決
を
 

得
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
設
 

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

o
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
新
 

設
に
よ
り
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
上
野
焼
大
型
共
同
作
業
場
の
 

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
 

定
 

o
赤
池
町
上
野
焼
大
型
共
同
作
業
場
の
 

新
設
に
よ
り
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
資
 

金
貸
付
基
金
条
例
の
制
定
 

o
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
福
祉
の
充
 

実
の
一
環
と
し
て
、
高
額
な
医
療
費
の
 

一
部
負
担
金
を
療
養
取
扱
機
関
に
支
払
 

う
こ
と
が
困
難
な
者
に
対
し
て
の
救
済
 

」

ー

 

、

ノ

 

、

（

 

力
 

措
置
を
は
か
る
も
の
で
条
例
を
制
定
し
 

ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
隣
保
館
設
置
及
び
管
理
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

o
大
浦
隣
保
館
の
新
築
に
よ
り
位
置
の
 

変
更
に
伴
な
い
条
例
の
一
部
を
改
正
し
 

ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
 

o
水
道
料
金
の
改
定
に
伴
な
い
条
例
の
 

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
」
お
＋
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
子
算
 

o
補
正
額
 
四
億
六
千
九
百
七
十
七
万
 

一
一
干
円
 

〇
予
算
総
額
 
四
十
五
億
六
干
百
九
十
 

五
万
五
干
円
 

▼
昭
和
五
十
」
「
午
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
予
算
 

o
補
正
額
 
五
干
万
円
 

o
予
算
総
額
 

一
億
五
千
万
円
 

追
加
議
案
 

▼
赤
池
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
 

に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

o
赤
池
町
体
育
施
設
の
新
設
に
よ
り
条
 

例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

（四保育所5歳児によるアトラクション） 

（昼食をしながらアトラクションを楽しむお年よりたち） 

町 民 文 化 祭 

2 日（木） 

O 日（金） 

午前9時開会式、展示会、バザーー 

吟詠大会、バザーー 

4 日（土） 展示会、午後12時閉会式 

町
民
ぐ
る
み
で
 

町
制
 40 

周
年
施
行
 

乃
 
，

、

〉

 
、
 

《・ 

ュ
寸
・
ー
レ
ー
 

メ
て
4
 

町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
落
成
 

本
町
で
は
今
年
で
町
制
施
行
四
十
周
 

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
同
和
対
策
 

中
央
研
修
所
落
成
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
、
 

二
十
六
日
（
日
）
、
新
設
の
山
血
〈
研
修
所
 

で
記
今
畿
典
を
開
く
。
こ
の
ほ
か
、
多
 

彩
な
行
事
が
子
定
さ
れ
て
お
り
、
町
民
 

ぐ
る
み
の
祝
賀
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
っ
 

て
い
る
。
 

同
町
は
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
三
日
 

町
制
を
施
行
、
赤
池
町
と
な
っ
た
。
 

町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
は
町
々
民
 

会
館
横
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
鉄
筋
コ
 

ン
ク
リ
ー
ト
ー
部
三
階
建
の
べ
千
五
百
 

繋
雑
 
世
良
馬
吉
さ
ん
（
 97
 

歳） 

【J

・
・
父
」
コ
S
一A

・ 

‘ー 

田
苛
‘
一
‘
Z
ユ
‘
 

十
月
十
五
日
（
日
）
、
午
前
十
一
時
よ
 

り
赤
池
町
民
会
館
に
お
い
て
町
敬
老
会
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
敬
老
会
該
当
者
は
、
全
体
で
 

八
百
四
十
五
人
（
男
三
百
五
十
七
人
・
 

10 

月
 15 

日

に

ー

 

女
四
百
八
十
八
人
）
、
う
ち
式
典
参
加
 

者
は
約
五
百
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
 

長
寿
を
祝
っ
て
、
県
お
よ
び
町
か
ら
 

そ
れ
ぞ
れ
年
令
別
該
当
者
に
対
し
て
、
 

金
杯
、
バ
ス
タ
オ
ル
等
の
記
念
品
が
贈
 

ら
れ
、
町
長
ほ
か
来
賓
の
方
々
よ
り
長
 

寿
を
祝
う
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
会
食
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

が
行
わ
れ
、
四
保
育
所
（
五
歳
児
）
の
 

園
児
た
ち
に
よ
る
踊
り
や
、
婦
人
会
、
 

養
命
大
学
の
皆
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
や
演
 

芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
敬
老
会
該
当
者
年
令
別
数
お
 

よ
び
表
彰
の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

70 

ー
 79 

歳
 
六
百
三
十
一
人
 

80 

ー
 87 

歳
 
百
九
十
九
人
 

88 

歳
以
上
 
十
五
人
 

合
 
計
 

八
百
四
十
五
人
 

（
男
一
」
皇
志
人
・
女
署
八
夫
人
）
 

記
念
式
典
 

二
十
一
平
方
H
。
一
階
は
事
務
室
、
会
 

議
室
、
講
習
会
室
、
和
室
、
相
談
室
、
 

図
書
室
兼
視
聴
覚
室
、
歴
史
資
料
室
、
 

二
階
は
七
百
七
十
五
平
方
H
の
大
ホ
ー
 

ル
（
ス
テ
ー
ジ
付
・
収
容
人
貝
五
百
人
 

）
の
ほ
か
、
一
部
三
階
の
映
写
室
と
多
 

目
的
な
近
代
研
修
所
で
、
総
工
費
約
一
一
 

億
七
千
万
円
。
 

な
お
、
二
十
五
日
（
土
）
に
祝
賀
ム
ー
 

ド
を
盛
り
上
げ
る
た
め
前
夜
祭
を
は
じ
 

め
、
二
十
六
日
（
日
）
の
式
典
で
は
、
落
 

r城
式
や
町
自
治
功
労
者
な
ど
の
表
彰
、
 

ー

一

 

の
力
（
 

1
 

」 

⑥
県
知
事
表
彰
（
 88 

歳
表
彰
）
 

〔
金
杯
贈
呈
 

四
人
〕
 

o
近
藤
キ
サ
ョ
（
天
郷
荘
）
 

o
芳
賀
キ
ョ
ノ
（
 

r 

) 

〇
伊
川
 
繁
次
（
昭
和
町
）
 

o
青
木
ミ
ツ
ェ
（
高
尾
二
）
 

@
 80 

歳
以
上
高
令
者
表
彰
 

n
ハ
ス
タ
オ
ル
贈
呈
 
」
卓
人
〕
 

o
世
良
 

ユ
キ
（
皿
山
）
外
言
九
人
 

⑨
議
長
表
彰
（
町
在
住
の
最
高
令
者
）
 

o
世
良
 
馬
吉
（
上
谷
）
 
97 

歳
 

⑥
町
長
記
念
品
贈
呈
 

o
町
敬
老
会
該
当
者
八
百
四
十
五
人
に
 

贈
呈
。
 

ー
敬
称
略
ー
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

祝
賀
会
、
芸
能
発
表
会
、
の
ど
自
慢
大
 

会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
 

（
完
成
真
近
か
の
同
和
対
策
中
央
研
修
所
）
 

J
 

山
 

☆ 
和
名
 
霜
月
（
し
も
つ
き
」
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
霜
降
月
 

そ
れ
を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。
 

1
日
（
水
）
 

2
日
（
木
）
 

3
日
（
金
）
 

4
日
（
土
）
 

7
日
（
火
）
 

8
日
（
水
）
 

9
日
（
木
）
 

10 

日
（
金
）
 

11 

日
（
土
）
 

12 

日
（
日
）
 

15 

日
（
水
）
 

17 

日
（
金
）
 

19 

日
（
日
）
 

23 

日
（
水
）
 

26 

日
（
日
）
 

27 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

燈
台
記
念
日
・
自
衛
隊
記
 

念
日
 

町
文
化
祭
（
4
日
ま
で
）
 

文
化
の
日
 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

立
冬
 

太
陽
暦
採
用
記
念
日
 

技
能
の
日
 

世
界
平
和
記
念
日
 

第
五
回
町
少
年
剣
道
大
会
 

七
五
三
祝
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

農
協
記
念
日
 

勤
労
感
謝
の
日
 

新
穀
感
謝
祭
 

町
制
施
行
四
十
周
年
並
び
 

に
町
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
新
築
落
成
記
念
式
典
 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

▼
も
う
ー
ぺ
ん
の
勇
気
と
努
力
▲
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報
 

広
 

占
」
0
3
1
1
2
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
 

安
1
3
3
0
1
2
0
0
0
0
0
0
1
1
0
 

打
3
5
4
4
3
4
2
1
1
0
1
2
1
1
1
 

各地区の 

スポーツ行事 

33 12 9 

原
井
藤
川
田
本
永
圃
原
野
川
の
花
府
田
 

り
 

内
 

村
 

田
 

計
 

軍
清
藤
伊
中
加
山
徳
相
久
上
惣
海
立
別
山
二
百
 

東
 。

O
O
O
●
O
O
O
 1
 1
1
5
9
l
m
 

占
（
1
1
1
5
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
2
 

安
0
1
1
2
0
0
1
0
1
0
0
0
0
1
1
2
 

打
2
3
3
2
3
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
3
 

ぬ
讐
懇
縞
留
原
薫
野
安
田
本
拶
卿
議
2
3
以 

軍
海
羽
深
勲
加
有
加
鶴
藤
パ
大
中
冨
藤
坂
鶴
 27 10 11 

西
 

1
 

2
 

9
 

o
o
o
o
o
の
＠
o
l
m
l
4
m
l
m
m
 

手
 
原
野
川
府
田
 

投
 

内
 

l
 
久
上
惣
別
大
 

1
ュ
 

2

 

O
O
O
O
O
の
＠
O
 1
 

失
5
3
2
2
1
 

安
3
2
3
2
0
 

打
8
9
 11
 

12
 

5
 

覇
刑
匠
」
1
1
2
3
1
 

成
 

q
〕
に
u

ワ
】
h
叱。 

h
o
d
‘
。
。
。
ノ
］
 

14
 

14
 

10
 

8
 

%%% 

Q
】
n
ノ］n
乙
・
1
 

原
保
田
見
 

久
 

藤
犬
藤
深
 

オ
“
ー
戦
東
軍
が
打
ち
勝
つ
 

''I'll'川川mmm“皿皿 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
落
成
記
念
行
事
 

最
高
殊
勲
選
手
に
黒
土
一
弘
選
手
 

待
望
の
赤
池
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
十
月
八
日
、
池
 

永
町
長
の
始
球
式
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
の
対
頴
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
戦
 

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
続
い
て
町
軟
式
野
球
連
盟
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
東
西
戦
 

と
、
錦
秋
を
飾
る
落
成
記
念
行
事
が
華
や
か
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
 

赤

池

、

頴

田

町

に

苦

敗

 

【
少
年
野
球
部
交
歓
試
合
】
 

頴
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

赤

池

ク

ラ

ブ

 
n
乙

1
山
（
ど
ハ
 11 
〕
1
1
 

0
0
0
・10 

12
 

1
→ 

（
投
）
繁
永
貴
仁
、
大
穂
浩
美
（
捕
）
 

'r 

黒土選手 藤原選手 
16、17支所山田政則選手、快心の，(8支所対16j7支所戦より） o 

大
穂
浩
美
、
天
野
栄
「
郎
 

I川旧III川I川I'll'川川川I~ 

〇
…
野
球
場
の
ク
こ
け
ら
お
と
し
ク
は
 

ま
ず
次
代
を
荷
負
う
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

野
球
部
の
対
頴
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
交
歓
試
 

合
。
黒
土
主
審
の
ク
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
）
 

に
応
え
て
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
充
 

【
勝
利
監
督
賞
】
 

亀
谷
 
俊
政
（
バ
ァ
ー
バ
ァ
ー
ズ
）
 

量
局
殊
勲
選
手
 
黒
土
 

一
弘
（
赤
池
ガ
ッ
ツ
）
 

最
優
秀
投
手
賞
 
藤
原
 
武
司
（
赤
池
町
役
場
）
 

打
 

撃
 

賞
 
鶴
留
 

明
（
F
ダ
ッ
ク
ス
）
 

敢
 

闘
 

賞
 
木
村
 
洋
三
（
赤
池
ガ
ッ
ツ
）
 

万 

伊
藤
 
信
幸
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
）
 

木村選手 

) 1 

伊藤選手 

、フ 五ちが勝ち残る 
優勝のゆくえ混とん 

分
の
池
永
町
長
が
快
速
球
で
始
球
式
。
 

癒．準町総合,ラウzド 
1 落か記念会場て 

〇
…
試
合
は
、
守
備
の
乱
れ
を
つ
か
れ
 

た
赤
池
が
、
頴
田
町
の
猛
攻
の
前
に
大
 

量
点
を
許
し
、
居
原
監
督
の
作
戦
功
を
 

奏
さ
ず
。
ス
タ
ン
ド
の
応
援
も
む
な
し
 

く
、
晴
れ
の
舞
台
で
苦
杯
を
喫
し
た
。
 

打

高

投

低

の

打

撃

戦

 

【
連
盟
オ
ー
ル
ス
タ
ー
東
西
対
抗
戦
】
 

東
軍
3
0
0
0
0
6
2
0
1
3
 

西
軍
2
3
1
2
2
2
0
0
0
1
 一 

「
 

〇
…
軟
式
野
球
連
盟
十
五
チ
ー
ム
の
監
 

督
が
選
ん
だ
総
勢
 32 

人
の
精
鋭
選
手
が
、
 

力
い
っ
ぱ
い
戦
っ
た
オ
ー
ル
ス
タ
ー
東
 

西
対
抗
戦
。
大
久
保
監
督
率
い
る
西
軍
 

が
、
前
半
優
位
に
た
ち
楽
勝
に
終
る
か
 

と
思
わ
れ
た
が
、
六
回
、
東
軍
が
猛
攻
 

を
加
え
、
試
合
は
延
長
戦
に
も
つ
れ
込
 

ん
だ
。
 

〇
…
結
局
、
派
手
な
打
撃
戦
で
東
軍
が
 

打
ち
勝
ち
、
亀
谷
監
督
が
勝
利
監
督
賞
 

を
獲
得
し
た
。
な
お
、
監
督
、
体
指
委
 

が
選
ん
だ
個
人
賞
は
別
稿
の
と
お
り
。
 

グ

ラ

ウ

ン

ド

の

使

用

規

則

 

十
月
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
グ
 

ラ
ウ
ン
ド
（
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
）
 

の
使
用
規
則
が
、
町
の
各
種
団
体
の
数
 

次
に
わ
た
る
会
議
を
経
て
、
十
月
二
十
 

三
日
の
教
育
委
員
会
で
決
定
し
た
。
 

町
民
最
優
先
使
用
を
原
則
と
し
た
管
 

理
運
営
方
針
を
基
調
に
、
使
用
者
の
自
 

主
整
備
を
厳
し
く
盛
り
込
ん
だ
規
則
の
 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
 

申
し
込
み
先
 
赤
池
町
公
民
館
 

使
用
料
 
①
野
球
場
n

一
時
間
千
円
。
 

②
陸
上
競
技
場
廿
一
時
間
五
百
円
。
た
 

だ
し
①
、
②
い
ず
れ
も
町
民
諸
団
体
の
 

使
用
は
八
割
の
減
免
と
す
る
。
 

使
用
上
の
注
意
事
項
 

①
球
場
内
で
の
喫
煙
、
飲
食
は
禁
止
、
 

喫
煙
は
所
定
の
赤
バ
ケ
ッ
内
へ
 

②
使
用
後
は
、
必
ず
備
え
付
け
の
用
具
 

で
、
次
の
使
用
に
支
障
の
な
い
よ
う
 

に
整
備
を
行
う
。
 

第
二
回
町
民
野
球
大
会
が
新
装
な
っ
 

た
総
合
G
球
場
で
開
幕
し
た
。
こ
の
大
 

会
に
各
地
区
公
民
館
か
ら
精
鋭
 15 

チ
ー
 

ム
が
参
加
、
十
月
二
十
二
日
、
二
十
九
 

日
の
二
日
間
に
十
試
合
が
消
化
さ
れ
た
。
 

と
く
に
今
回
か
ら
正
規
の
球
場
と
あ
 

っ
て
、
出
場
選
手
も
ハ
ッ
ス
ル
。
プ
ロ
 

野
球
な
み
の
超
美
技
が
随
所
に
み
ら
れ
、
 

ス
タ
ン
ド
の
拍
手
を
あ
び
た
。
 

ニ
十
九
日
の
残
り
試
合
は
雨
天
の
た
 

め
十
一
月
五
日
に
順
延
さ
れ
た
が
、
優
 

勝
の
栄
冠
は
七
支
所
、
九
、
十
支
所
、
 

十
四
支
所
、
十
六
、
十
七
支
所
、
十
八
 

支
所
の
五
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
る
。
 

【
ー
回
戦
】
 

●
七
支
所
 

7
1
6
 

二
十
一
支
所
 

●
十
九
支
所
 
5
1
0
 

十
三
支
所
 

●
十
四
支
所
 
3
1
2
 

二
十
支
所
 

可
 

夢
 

胃
 
▼
中
国
の
古
典
ク
論
語
カ
 

犀三一 

， 

こ
 
】不ー 

●
！
レ
」
い
、
フ
三
口
苗
木
 

rW
力可‘ 

が
あ
る
く
正
し
く
は
一
四
 

躍」け霧）（●「）」て 

『
ま
ど
わ
ぬ
こ
と
、
年
令
四
十
歳
の
異
 

称
』
と
、
広
辞
苑
に
あ
る
。
入
間
四
十
 

歳
と
も
な
れ
ば
、
と
い
う
の
で
あ
る
・
。
 

▼
赤
池
町
の
町
制
が
施
行
さ
れ
て
今
年
 

は
四
十
周
年
に
当
り
、
そ
の
記
念
の
行
 

事
が
十
一
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
る
と
 

い
う
。
人
間
の
年
令
に
例
え
れ
ば
「
不
 

惑
」
で
あ
り
、
そ
の
成
長
を
祝
う
と
い
 

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
誠
に
お
め
で
た
い
 

こ
と
で
あ
る
。
 

▼
だ
が
さ
て
、
実
体
と
な
る
と
ど
う
で
 

あ
ろ
う
か
。
行
政
の
日
常
、
住
民
生
活
 

の
毎
日
に
惑
い
が
な
い
か
、
と
い
う
こ
 

と
に
な
る
と
、
四
十
周
年
を
祝
う
に
面
 

映
ゆ
い
点
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
で
 

は
な
か
ろ
う
か
。
四
十
年
の
歩
み
の
な
 

か
で
国
家
統
制
の
ギ
ナ
臭
い
期
間
は
十
 

年
に
満
た
ず
、
三
十
数
年
が
戦
後
の
自
 

治
の
時
代
で
あ
る
。
 

▼
今
旧
な
お
惑
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

そ
れ
は
公
民
と
し
て
の
町
民
の
自
覚
と
 

行
政
の
指
導
性
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
 

で
あ
ろ
う
。
町
民
の
自
覚
は
、
相
互
の
 

連
帯
と
交
流
の
中
か
ら
生
れ
る
の
が
本
 

物
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
総
合
体
育
施
 

設
は
こ
の
上
な
い
贈
物
で
あ
る
。
 

▼
惑
い
は
、
悪
手
凡
失
に
つ
な
が
る
。
 

壬
フ
ー
さ
え
な
け
れ
ば
試
合
に
勝
て
る
。
 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
「
日
本
人
は
十
二
歳
」
 

こ
れ
だ
け
は
返
上
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
 

9
 

僕 

の 

提 

‘二1 

し
つ
け
を
厳
し
く
押
し
つ
け
る
が
、
大
 

人
の
公
徳
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
 

か
。
煙
草
の
吸
い
が
ら
九
 

守

れ

、

公

衆

道

徳

 

中
一
 

早
 
川
 

誠
 

大
人
は
ず
る
い
。
」
僕
達
こ
ど
も
に
、
 

百
六
十
八
本
、
マ
ッ
チ
の
 

燃
え
が
す
六
＋
一
本
、
地
 

球
は
灰
皿
で
は
な
い
。
 

十
月
二
十
二
日
、
新
装
の
町
民
球
場
観
 

あ
あ
せ
よ
、
こ
う
せ
よ
と
社
会
生
活
の
 

覧
席
で
、
 
こ
ど
も
心
に
気
付
い
た
こ
と
。
 

●
十
ニ
支
所
 
●
1
7
 
十
一
支
所
 

O
十
六
、
十
七
支
所
 13 

1
1
十
五
支
所
 

O
十
八
支
所
 
6
1
5
 

六
支
所
 

●
九
、
十
支
所
4
1
2
 
猿
田
 

【2
回
戦
】
 

O
七
支
所
 

3
1
2
 

十
九
支
所
 

9
十
四
支
所
 
2
1
1
 

十
二
支
所
 

●
十
六
、
十
七
支
所
2
1
0
八
支
所
 

愁

ホ

り

四

区

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

 

父
ち
ゃ
ん
が
カ
ン
ッ
ケ
、
母
ち
ゃ
ん
 

は
シ
ャ
モ
ジ
を
バ
ト
ン
に
、
4

・2
樵
 

を
走
破
す
る
駅
伝
が
メ
ー
ン
。
秋
祭
り
 

の
十
月
九
、
十
日
の
両
日
、
上
野
四
区
 

（
香
月
昌
憲
館
長
）
の
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
 

ク
』
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
た
。
九
月
＋
 

六
日
か
ら
四
度
も
会
議
を
重
ね
、
書
道
、
 

生
花
、
絵
画
等
の
展
示
会
か
ら
、
バ
ド
 

ミ
ン
ト
ン
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
豊
富
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ノ
 

参
加
者
は
延
べ
二
百
四
十
五
人
、
文
字
 

ど
お
り
区
民
総
出
の
秋
祭
り
で
あ
っ
た
。
 

大

浦

は

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

 

大
浦
地
区
公
民
館
（
小
松
春
雄
館
長
）
 

も
十
月
十
日
、
大
浦
G
で
各
組
対
抗
の
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
こ
の
日
は
、
出
 

場
選
手
や
応
援
の
人
た
ち
の
フ
ァ
イ
ト
 

が
夜
来
の
秋
雨
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
、
 

絶
好
の
秋
晴
れ
が
大
会
を
祝
福
し
た
。
 

試
合
は
ま
ず
一
ー
二
組
ー
ニ
ー
二
組
 

で
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。
各
試
合
共
始
終
好
 

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
が
、
攻
守
に
ま
 

と
ま
っ
た
ニ
ー
一
組
が
 26 
1
9
で
天
郷
 

団
地
組
を
破
り
初
優
勝
。
 

『
健
康
』
 

『 

和』 

『
地
区
づ
く
リ
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
 

太田万亀雄選手ゴールイン（上野四区オリンピック） 

今
後
も
続
け
ま
す
と
、
小
松
館
長
。
 

猿
田
は
第
8
回
運
動
会
 

十
月
十
日
は
体
育
の
日
 

お
神
輿
 

は
な
く
て
も
ス
ポ
ー
ツ
で
秋
祭
り
を
と
 

猿
田
地
区
（
大
久
保
啄
麿
館
長
）
で
は
 

第
八
回
の
運
動
会
を
開
催
し
た
。
 

こ
の
日
、
会
場
の
公
民
館
広
場
に
集
 

ま
っ
た
ク
選
手
ク
は
総
勢
百
十
二
人
。
新
 

興
の
朝
日
台
団
地
か
ら
も
十
七
人
が
参
 

加
し
て
、
秋
晴
れ
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。
 

競
技
は
午
前
九
時
半
か
ら
は
じ
ま
り
 

ま
ず
準
備
体
操
。
白
マ
ス
ク
の
味
、
草
 

競
馬
、
ラ
ム
ネ
飲
み
、
さ
ら
に
は
『
食
 

欲
の
秋
』
が
圧
巻
。
午
前
中
の
最
後
は
 

全
員
の
炭
坑
節
で
し
め
く
く
っ
た
。
 

昇級審査、真剣な少年剣士たち 

田

中

淳

く

ん

が

準

八

級

 

剣
道
少
年
部
の
昇
級
審
査
会
 

十
月
七
日
、
剣
道
少
年
部
の
昇
級
審
 

査
会
が
町
民
会
館
で
行
わ
れ
、
準
一
級
 

の
中
学
生
か
ら
年
少
者
の
九
段
ま
で
 45
 

人
の
剣
士
全
員
が
昇
級
し
た
。
な
か
で
 

も
剣
道
部
最
年
少
の
田
中
淳
く
ん
（
十
 

六
支
所
）
が
、
日
頃
の
鍛
錬
が
み
の
り
 

準
八
級
に
昇
級
し
た
の
が
ひ
か
っ
た
。
 

一
競
縄
“
鰻
輪
鈴
一
 

一 
26 

日
【
第
 11 

回
町
民
バ
レ
ー
大
会
 

一

 

I
' 


